
＜農地・水・環境保全向上対策と連携して効果的な取組を実施している事例＞

○集落のみんなで守る農村環境

１．集落協定の概要

市町村･協定名 高知県 香南市 出口
こうなんし いでぐち

協 定 面 積 田（96％） 畑（4％） 草地 採草放牧地
18.4ha 水稲 野菜

交 付 金 額 個人配分 50 ％
205万円 共同取組活動 役員報酬 2 ％

50％ 日当（水路・農道の補修等） 42 ％（ ）
資材購入（水路・農道の補修資材やコスモス種子） 6 ％

協定参加者 農業者 38人、非農業者 1人

２．取組に至る経緯

昭和40年頃までは、典型的な農村集落で、ほぼ全戸で稲作やハウス栽培を行い、農地

、 、の保全が行われてきたが 近年の農家所得の減少などから農家戸数が減少するとともに

担い手不足や高齢化が進行し、高齢者が地区人口の半数以上を占める状況となった。

耕作放棄地の問題が深刻化し、さらに農村環境や伝統行事の維持が困難になってきた

、 、 、ため 現状を少しでも良くしようと地区の有志が立ち上がり 地区民に参加を呼びかけ

本制度が始まった平成12年度から取り組みを始めた。また、集落の環境は、農業者だけ

でなく、集落全体で守っていこうという考えのもと、非農家にも参加してもらい、平成

19年度から農地・水・環境保全向上対策にも取り組んでいる。

３．取組の内容

第１期対策から取り組んでいる景観作物の作付けに 平成17年度から非農家も参加し､、

コスモスの作付けに取り組んでいる。また、平成19年度からは、協定参加者38人中13人

が農地・水・環境保全向上対策にも取り組み、協定農用地の約6割にあたる12ｈａで活

動を行っている。両事業の取り組みにより、コスモスの作付面積も拡大し、コスモス祭

、 、での鑑賞会や地元中学生の演奏会 平成21年には地元の餅米を使った餅投げを行うなど

地域住民や都市住民との交流を図っている。

また、集落近くの工事現場で不要となった資材も活用するなどし、計画的に農道や水

路の補修を行い、集落の環境美化に努めている。

水路の改修 景観作物の作付（コスモスまつり）

 



［集落の将来像]
耕作放棄地の発生防止に努め、集落の多面的機能を環境的、生態的に持続し、農業生産活動及び農業

、 、 。経済活動を将来にわたり継続していくために 集落内外の農家 非農家の協力により活発な活動を行う

［将来像を実現するための活動目標]
地域の核となる担い手に農地の集積を図り、認定農業者の再認定に努める。
農道・水路・法面の点検補修を行い、魚類・昆虫類が住めるよう集落の環境美化に努める。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 輪作の徹底 担い手への農地集積
（田17.8ha、畑0.6ha） （水稲刈り取り後、野菜 （当初300㎡、実績9,505㎡)

を栽培）
個別対応 共同取組活動

個別対応

水路・農道の管理 多面的機能の持続的発揮に向け
・水路2.9km、2月 景観作物作付け た非農家・他集落との連携

（ 、 、梅雨・台風後の見回り （景観作物としてコスモ 非農家24人 ３集落と連携し
・道路3.0km、年2回 スを0.6ha作付けた ） コスモスを作付けた ）。 。

大雨後の見回り
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

（コスモスの作付け1.2ha）
農地法面の定期的な点検 農地・水・環境保全向上対策との連携
（随時）

◎景観形成：農用地・施設周辺へのコスモス植栽（0.6ha）
個別対応 ◎地域住民、学校教育との交流・連携活動（演奏会の開催）

◎施設（農道、開水路、ため池）周辺の草刈り
○地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組<13／13戸>
○5割減の先進的な取組（水稲）<9／11戸>

４．取組による変化と今後の課題等

、 、本制度や農地・水・環境保全向上対策に取り組むことで 非農業者の参加も得ながら

農道・水路が保全できており、耕作放棄地の発生防止にも一定の効果があった。

また、両事業の活用により､まとまった資金ができたことから、集落のために有効に

使うことができるようになった。コスモス祭を開催し、地元の餅米を使った餅投げを行

うことで、農産物のＰＲや都市住民との交流に繋がるなど､相乗効果を生んでいる。

現在、20代、30代の者が、退職後に後継者となれるよう環境の維持に努めており、今

後は、ますます高齢化が進行する中で協定参加者の減少が懸念されるため、担い手への

農地の集積を進めていく。

［平成21年度までの主な成果］
○ 都市住民及び地域住民との交流による地域の活性化
・コスモスまつり参加者の増（60名(H17)、100名(H18)、140名(H19)、200名(H20)、350名(H21)）

○ 活動内容の話し合い等を通し、地区民の交流や連帯感が生まれた。


